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HHT2 説明書

TGM5 HHT2 （ﾊﾝﾄﾞﾍﾙﾄﾞﾀｰﾐﾅﾙ） 操作＆設定



※ 本機器を安全にご使用いただ く ために

● 取扱説明書に対する注意

1)  取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2)  本製品の操作は、 取扱説明書を熟読し て内容を理解し た後に行って く ださい。

3)  取扱説明書は、 本製品に含まれる機能を詳細に説明する ものであ り 、 お客様の特定目的

　 に適合する ものではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ま

   す。

5)  取扱説明書の内容については、 将来予告な しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を払って作成し てお り ますが、 も し不審な点

や誤 り 、 記載もれなどお気付きのこ と があ り ま し た ら、 エン ド レ スハウザー ( 株 ) の営

業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く ださい。

● 本製品の保護 ・ 安全および改善に関する注意

1)  当該製品、 および当該製品で制御するシステムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う

   際には、 取扱説明書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事

   　 項に反する扱いを された場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

● 電源が必要な製品について

1)  電源を使用し ている場合

 機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認し た上で本機器の電源を入れて

 く ださい。

2)  危険地区で使用する場合

「工場電気設備防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気でも使用で

き る機器がございます （特別危険箇所、 第一類危険箇所および第二類危険箇所に設置） 。

設置する場所に応じ て、 本質安全防爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器

を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など十分な注意が必要です。 ま

た保守や修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

    保護接地を確実に行ってから、 測定する対象や外部制御回路の接続を行って く ださ い。

● 製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、 いかな る事情で も弊社従業員 と 技術員および取 り 扱いに関わるす

べての関係者の健康 と 安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行って く だ さ

い。

返却時には必ず添付の 「洗浄証明書」 に記入し ていただき、 製品と一緒にお送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と 必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く だ

さ い。

本機器を安全にご使用いただ く ために
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Because of legal regulations and for the safety of our employees and operating equipment, we need the "Declaration of Hazardous Material
and De-Contamination", with your signature, before your order can be handled. Please make absolutely sure to attach it to the outside of the
packaging.

Serial number

________________________
Type of instrument / sensor

____________________________________________

Process data/ Temperature _____ [°F] [°C]

Conductivity / ________

_____/

[μS/cm]

Pressure _____ [psi] [ Pa ]

Viscosity _____ [cp] [mm /s]

_____

_____

/

/
2

corrosive harmlessother *toxic

Process
medium

Identification
CAS No.

flammable
harmful/
irritantMedium /concentration

Returned part
cleaned with

Medium for
process cleaning

Medium and warnings

* explosive; oxidising; dangerous for the environment; biological risk; radioactive
*

Please tick should one of the above be applicable, include safety data sheet and, if necessary, special handling instructions.

Description of failure / __________________________________________________________________________

______________________________________________________________________________________________________________

______________________________________________________________________________________________________________

“We hereby certify that this declaration is filled out truthfully and completely to the best of our knowledge.We further certify that the returned
parts have been carefully cleaned. To the best of our knowledge they are free of any residues in dangerous quantities.”

(place, date /

Company data /

Company /

_________________________________________________

Address /

_________________________________________________

_________________________________________________

Phone number of contact person /

____________________________________________

Fax / E-Mail ____________________________________________

Your order No. / ____________________________

Used as SIL device in a Safety Instrumented System /

RA No.

Declaration of Hazardous Material and De-Contamination

Please reference the Return Authorization Number (RA#), obtained from Endress+Hauser, on all paperwork and mark the RA#
clearly on the outside of the box. If this procedure is not followed, it may result in the refusal of the package at our facility.

Name, dept./ Signature /

E+H (RA#)

/

SIL

/ /
*

* ; ; ; ;

)
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1 安全注意事項

1.1 使用目的

HHT2 はサーボゲージ TGM5 の操作、 並びに各種機能の設定用ター ミ ナル と し て使用さ
れます。 同時に以下の HHT2 使用機器をサポー ト する こ と が可能です。

･ TMD シ リ ーズデジ タル発信器

1.2 設置、 試験、 操作

･ 機器の取付け、 電気設備、 ス ター ト ア ッ プ、 および保守は設置のオペレータの許可を受けた
訓練された作業員だけが実行でき ます。

･ 作業員は必ず本取扱説明書を読んで理解し てから その指示を実行する必要があ り ます。

･ 機器の操作は、 施設のオペレータによ って許可および訓練された要員だけが実行でき ます。
取扱説明書のすべての指示に必ず従って く ださい。

･ 取付業者は、 配線図に従って測定システムが正し く 配線されている こ と を確認する必要があ
り ます。 測定システムは、 接地する必要があ り ます。 

･ 設置、 試験、 操作に関連する法令、 通達、 規則を遵守し て く ださ い。

1.3 製品取扱い上の注意

･ HHT2 を落 と し た り 、 ぶつけた り し ますと破損の原因と な り ますので、 取扱いには十分ご注意
く ださい。 正常に動作し ていて も、 ケースが破損 （ひび割れを含む） し ているに場合には、
直ちに使用を中止し、 修理を依頼し て く ださい。

･ 周囲温度の変化によ り HHT2 が結露し た場合には、 電源を切って 2 ～ 3 時間放置し、 結露が
無 く なってから使用し て く ださい。

･ 季節、 地域等の環境によ り 本体温度が 50 ℃以上になる可能性があ る場所には放置し ないで く
ださい。

･ 操作入力キーを先の尖った物や硬いもので押さ ないで く ださ い。
･ 防水、 防滴構造ではあ り ませんので水やその他の液体が浸水する環境では使用し ないで く だ

さい。
･ HHT2 本体な らびに TGM5 の光通信コネ ク ターを使用し ない時は、 必ず保護キ ャ ッ プを付け

て、 ゴ ミ 、 ホ コ リ 等が入ら ないよ う にし て く ださい。
･ バッ テ リ -/ ア ラームが表示された ら、 速やかに安全場所で電池交換を行って く ださい。

警告！
この取扱説明書で書かれている以外のお取扱いを されますと、 事故につながる恐れがので絶対

にお止め く ださい。

1 　 安全注意事項
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1.4 安全に関する表記規則と記号

本取扱説明書では、 安全確保の手順も し く は代替操作手順を強調するために以下の表記規則が
使用されてお り 、 左の欄にそれぞれの該当する ア イ コ ンが表示されています。

安全に関する表記規則

危険！
「危険！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う 事故、 あ るいは計器の
破損を招 く 操作または手順を強調し ます。

警告！
「警告！」 記号は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あ るいは計器本体の誤動作を招 く 操
作または手順を強調し ます。

注意！
「注意！」 記号は、 適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あ るいは計器の予測を超
えた応答につながる操作または手順を強調し ます。

防爆防止

防爆認定装置
装置の型式銘板にこの記号が表示されている場合、その装置は爆発危険区域で使用する
ことができます。

防爆認定装置
図面上で爆発危険区域を示す場合に使用される記号です。「爆発危険区域」と表示された
区域内や配線口区域に設置される装置は、規定の保護タイプに準拠しなければなりませ
ん。

非危険区域 ( 爆発の危険がない区域 )
必要に応じて、図面上で爆発の危険がない区域の表示に用いる記号です。安全区域に設
置される装置であっても、それから出る配線が防爆危険区域に入るものであれば防爆認
定を受けていなければなりません。

電気系統

直流電圧
直流電圧がかかっている、 あ るいは直流電流が流れている端子。

交流電圧
交流 （正弦波） 電圧がかかっている、 あ るいは交流電流が流れている端子。

接地 ( アース ) 端子
操作員のために既に一定の接地システムを用いて接地 ( アース ) された端子。

保護用接地 ( アース ) 端子
他の接続が行われる以前に接地されていなければな ら ない端子。

等電位接続 ( アース結合 )
設備の接地システム と 接続する必要な端子 ： これはそれぞれの国や社会のや り 方によ っ
て、 例えば等電位線あ るいは星型結線接地システムなどがあ り ます。 

接続ケーブルの温度耐性
接続ケーブルが少な く と も 65 ℃ の温度に耐え る必要があ る と い う 状態

EX

EX

t > 65°C

1 　 安全注意事項
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2 識別

2.1 銘板

NP-2105-2

Handy terminal

Serial  no.
Order code

/ Ex Proof model :   HHT-2  
/ Protection class :   i 2 G 3  

 / Rating
Power supply : DC 6 V    29 mA

    (  R6P, LR6  
3×4 )

    (maganese dry battery R6P or alkali-manganese dry
      battery LR6×4 series connection) 

Don’t modify parts and circuits of this instrument.

Don’t change batteries at hazardouse area.
/Ambient temperature: -10 +40

Yamanashi 406-0846

IP20

2 　 識別
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2.2 注文情報

2.2.1 HHT2

2.3 納入品目

警告！
製品の受入れ、 搬送、 保管 (9 ページ ) に示されている、 計測機器の開梱、 搬送および保管に関
する指示に必ず従って く ださい。

次の品目が納入されます。
• 組立て済みの機器

付属文書 :
TGM5 HHT2 （ハン ドヘル ド ター ミ ナル） 操作＆設定 （BA） 　

2.4 商標登録

HART®

Registered trademark of HART Communication Foundation, Austin, USA

010 認証 ： 　 　

E TIIS ､ i2G3 本質安全防爆

020 ケーブル ：

0 1ｍ

9 特殊仕様､ 　 要問い合わせ

HHT2 仕様コー ド （全仕様完了）

2 　 識別
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3 設定

3.1 製品の受入、 輸送、 保管

3.1.1 受入れ

梱包と中身について損傷跡の有無をチェ ッ ク し て く ださい。 荷物をチェ ッ ク し、 不足品がない
こ と、 納入品が注文と一致し ている こ と を確認し て く ださい。

3.1.2 輸送

警告！
18kg を超え る装置の安全注意事項および輸送条件に従って く ださい。 輸送の際は、 ハウ ジング
だけをつかんで本装置を持ち上げないよ う にし て く ださい。

3.1.3 保管

保管および輸送の際は、 本装置を衝撃から保護される よ う に梱包し て く ださい。 それには、 オ

リ ジナル梱包材を使用する と最適に保護でき ます。 保管温度は、 0 ～ +50°C (-32 ～ +122°F) で

す。 ただし、 結露し ないこ と。

3 　 設定
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4 表示部

HHT2 のすべての操作はキーパッ ド上の 20 個のキーで行います。
上部 4 個のス イ ッチは電源のオン／オフ並びにモード （*1） の選択に使用し ます。
下部 16 個のキーでア イ テム （*1） の選択や設定値の入力などの操作を行います。

*1 ： 詳細は 「6 基本操作 ・ 設定」 並びに 「7 オプシ ョ ン入出力の設定」 をご参照 く だ さい。

HHT2 　 キーパ ッ ド

HAND HELD TERMINAL
HHT-2

S FT

4 　 表示部
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4.1 キーパッ ドの説明

キー名称 操作内容

ON
電源 ON ス イ ッ チ ： 　

LCD に表示が出る まで押し続けます。

OFF

電源 OFF ス イ ッ チ ：

LCD に表示が出る まで押し続けます。

ただし、 キー操作終了後、 約 4 分間でオー ト パワーオフ機能によ り 電源が OFF にな り ます。

MODE
モード表示ス イ ッ チ ：

MODE No. の入力待ち画面にな り ます。 ↑又は↓キーを押し て MODE No. を変更し ます。

SFT

シフ ト キー ：

アルフ ァベッ ト A ～ F 及び ESC の入力時に、 このシフ ト キーを押し た状態でアルフ ァベッ

ト キー、 又は ESC キーを押し ます。

↑

デバイ ス選択画面の場合 ：

現在表示し ているデバイ ス名の 1 つ前のデバイ ス名を表示し ます。

MODE、 ITEM 選択画面の場合 ：

現在表示し ている MODE 又は ITEM よ り １ つ小さい MODE 又は ITEM 画面に移 り ます。

↓

デバイ ス選択画面の場合 ：

現在表示し ているデバイ ス名の次のデバイ ス名を表示し ます。

MODE、 ITEM 選択画面の場合 ：

現在表示し ている MODE 又は ITEM よ り １ つ大きい MODE 又は ITEM 画面に移 り ます。

ESC/BS

ESC ： エス ケープキー

SFT キーと同時に押すこ と で現在表示中の MODE、 ITEM に入った と きのデバイ ス選択画面

に戻 り ます。

BS ： バッ ク スペースキー

入力文字の 1 文字取 り 消し キー

ENT 設定モード キー （入力キー）

4 　 表示部 　
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5 配線

5.1 TGM5 との接続

HHT2 の操作、 設定用信号は専用の光フ ァ イバーケーブルによ り 通信される ため、 HHT2 並びに
TGM5 共にその送受信口には専用の接続カプラーが装着されています。

注意！
既存 HHT2 の通信には、 2 線双方向又は単線双方向の 2 種類の光通信モジュール （及び接続カプ
ラ） が存在し ますが TGM5 は 2 線式双方向専用と な り ます。
又、 カプラ差し込み口には向きがあ り ますので無理な接続は行わないで く ださい。
取 り 外しの際は、 コネ ク タの爪を押し ながら取 り 外し て く ださい。

TGM5 及び HHT2 本体、 HHT2 光通信用カプラー拡大図

注意！
HHT2 と通信する時以外は、 TGM5 HHT2 ポー ト の保護蓋を必ず取付け、 光が入ら ないよ う にし
て く ださい。

5 　 配線
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6 　 基本操作、 設定

6.1 始めに

TGM5 の操作、 設定を開始する前に HHT2 と TGM5 と の接続環境を確認し ます。

注意！
HHT2 はサーボレベルゲージ TGM5 だけでな く デジ タル発信器 TMD1 の操作、 設定にも使用す
るためこのセ ク シ ョ ンで間違いな く TGM5 （ メ ニュー上は TGM5 のみ表示） が選択されてお り
ません と目的とする操作、 設定が行えません。

6.1.1 電源 ON

TGM5 と HHT2 を付属の光フ ァ イバーケーブルで結線し、 HHT2 の電源を ON にし て く ださい。
また、 TGM5 が稼動中であ る こ と を確認し て く ださい。 HHT2 は電源を ON にし た直後から接続
されている機器の CPU にア ク セス を開始し ますので、 TGM5 側の電源が入っていない場合、 こ
れ以降の内容が正し く 表示されない場合があ り ます。

B タ イプ （単線、 2 線光通信モジュール互換モデル） HHT2 の場合
電源投入後、 まず最初にどち らの光フ ァ イバーケーブルを使用するかを設定し ます。

TGM5 は 2 線双方向光通信モジュール専用ですので “ ２ ” を選択し て く ださい。

6.1.2 デバイス選択

電源 ON 後 （B タ イプの場合 2 線選択後）、 第 1 画面と し て以下のよ う な最初の表示が現れま

す。

“ ↑ ” 又は “ ↓ ” を操作し、 TGM5 の画面表示にし て “ENT” で入力し て く ださい。

注意！
下段の表示が HHT2 に搭載されている ロ ムバージ ョ ンにな り ます。 TGM5 の操作、 設定には
V5.8 以上のロ ムが必要です。

MODE キーを入力し、

にな る こ と を確認し て く ださい。

“ ↑ ” 又は “ ↓ ” でターゲ ッ ト であ る MODE を選択し て “ENT” を入力する と その MODE 内にあ
る最初の ITEM が表示されます。

１ ： 　 １ － WIRE
２ ： 　 ２ － WIRE

SELECT 　 DEVICE
E:I/F 　 ↓ ： NEXT

PUSH 　 MODE
HHT2 　  ROM 　 V5.x

MODE 　 NO 　 01 　 TGM
OPERATION？

6 　 基本操作、設定
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6.2 MODE 00 　 機能表示、 設定変更

MODE 00 は、 TGM5 本体に搭載された基板類の表示、 機能、 設定の変更が可能と な り ます。

MODE 00 選択後、 “ ↑ ” 又は “ ↓ ” で以下の ITEM を選択、 “ENT” で決定でき ます。

ITEM 

NO.
ITEM の機能概要 説明

01 結線表分類の表示又は変更 TGM5 の結線表分類データ。 最大文字数 ３

02 ス ロ ッ ト １ 搭載の基板表示 TGM5 本体に実装されているボード の名称を表示し ます。

03 ス ロ ッ ト ２ 搭載の基板表示 同上

04 ス ロ ッ ト ３ 搭載の基板表示 同上

05 ス ロ ッ ト ４ 搭載の基板表示 同上

06 ス ロ ッ ト ５ 搭載の基板表示 同上

07 ス ロ ッ ト ６ 搭載の基板表示 同上

08 TAG NAME の表示変更 タ ン ク NO. を入力する。 最大文字数 ６

12 メ モ No.1 *1

13 メ モ No.2 *1

14 メ モ No.3 *1

15 ア ド レ ス設定 TGM5 のモニ ター機能でア ド レ スの設定が可能。

16 ア ド レ スデータ表示
ITEM No.15 で設定し たア ド レ スのデータ内容を見る こ と がで

き る。

17 ア ド レ ス又は履歴番号設定 LCD 表示でア ド レ ス又はエラー履歴表示に番号設定

18 測定機能の表示、 設定

0 ： 　 液面計測

1 ： 　 液面＋界面計計測 （底板計測を含む）

2 ： 　 液面＋密度計測

3 ： 　 液面＋界面＋密度計測

注意！ ： 要ア ク セス コード ５ ３ ０

19 温度計測機能の選択

0 ： 　 単素子平均温度計

1 ： 　 多素子平均温度計

2 ： 　 スポ ッ ト 4 点

3 ： 　 スポ ッ ト 1 点

20 温度変換方式の選択

Thermo － A によ る変換方式

0 ： 　 Pt100

1 ： 　 JPt100

2 ： 　 Cu

ADC-1 によ る変換テーブル方式

3 ： 　 Cu

4 ： 　 Pt100 （70 ～ 350 ℃）

5 ： 　 Pt100 （-50 ～ 200 ℃）

21 表示単位の選択

0 ： 　 mm ＆ °C

1 ： 　 Ft1/8 ＆ °F

2 ： 　 Ft1/16 ＆ °F

22 NRF560 の接続、 選択
0 ： 　 未接続

1 ： 　 接続

23

NMT53x の接続、 選択 0 ： 　 未接続

1 ： 　 接続

6 　 基本操作、設定
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*1 TGM5 のプログラム制御用フ ラグ
TGM5 では、 各種プロ グ ラ ムを制御する ため Mode00, Item12, Item13, Item14 の "Memo" エ リ アに
所定のデータ を書き込みます。 （"Memo" と し ては使用でき ません。）

例 ： "123456" と表示されている場合、 "1" が 1 桁目、 "6" が 6 桁目にな り ます。

Memo 1 (M00,I12)

24 メ モ リ ーの初期化

0 ： 　 NONE

1 ： 　 MAIN-CPU

2 ： 　 MOTOR （重量測定関連のテーブル、 ト リ マー 値は初期

化されません）

注意！

ア ク セス コード によ り 初期化する内容が変わ り ます

74 ： エラー履歴のみ初期化

530 ： ア ク セス コード が必要な場合に使用 （エラー履歴、 累計

　 　  稼働時間以外を初期化）

987 ： 全初期化 （累計稼働時間も初期化）

25 ア ク セス コード 操作、 機能設定を変更する ためのア ク セス権限の変更

27 レベル選択

0 ： 　 イナージ

1 ： 　 アレージ

上限停止、 下限停止条件が反転し ます。

桁 内容 適用バージ ョ ン No.

1 予約 ( 将来使用 )

2 低速ゾーンの幅計算レー ト の選択

"0" バラ ン ス体積 × 密度 ×0.5( デフ ォル ト )

"1" バラ ン ス体積 × 密度 ×0.25

"2" バラ ン ス体積 × 密度 ×0.1

計算で得られた重量分の変化まで低速で動き ます。

こ の重量幅が狭いほど、 早 く 低速から高速に切 り 替わ り ます。

実際の液の動きに合わせて調整し て く ださい。

例） 液追従が遅い場合やデ ィ スプレーサ φ30 の時 "1" または "2" を

選択し ます。

静止液状態でデ ィ スプレーサが上昇 / 下降を繰 り 返すよ う な ら幅を広

く し て く ださい。

1.08 　 （2007/11/20）

3 "1" の時、 巻き上げ上限停止および停止操作の時にオーバーテンシ ョ

ン処理を スキ ッ プし ます。

ビールタ ン ク等の高圧洗浄によ る洗浄工程で発生するオーバーテン

シ ョ ンエラーの回避を目的と し ます。

"0" の時、 上記の処理は行いません。 今まで通 り です。 （デフ ォル ト ）

1.08 　 （2007/11/20）

4 "1" の時 ： 温度素子露出エラーを処理せず (LCD エラー表示禁止処理 )

"1" 以外の時 ： 温度素子露出エラー処理をする

1.06 　 （2005/06/17）

5 "1" の時 ： 上限停止位置制御付巻上げ操作

( 上限停止位置を過ぎれば戻る処理 )

注意 !

M-Cont は V1.02 移行が条件。 V1.02 未満は単な る巻上げ処理と な る。

"1" 以外の時 ： 上限停止位置制御付巻上げ操作し ない

1.06 　 （2005/06/17）

6 "0" の時 ： 外部ステータ ス入力は TGM4000 と同じ NC 接点処理

"1" の時 ： 外部ステータ ス入力は NO 接点処理 (TGM4000 と 論理が逆

になる )

上記以外 ： 外部ステータ ス無し、 全て論理 0 と なる

1.03 　 （2004/06/17）

ITEM 

NO.
ITEM の機能概要 説明

6 　 基本操作、設定
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Memo 1 (M00,I13)

Memo 1 (M00,I14)

桁 内容 適用バージ ョ ン No.

1 予約 ( 将来使用 )

2 予約 ( 将来使用 )

3 予約 ( 将来使用 )

4 予約 ( 将来使用 )

5 予約 ( 将来使用 )

6 予約 ( 将来使用 )

桁 内容 適用バージ ョ ン No.

1 予約 ( 将来使用 )

2 予約 ( 将来使用 )

3 予約 ( 将来使用 )

4 予約 ( 将来使用 )

5 予約 ( 将来使用 )

6 予約 ( 将来使用 )

6 　 基本操作、設定
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6.3 MODE 01 操作 ・ 表示設定

MODE 02 では TGM5 の操作並びに LCD 表示内容の変更が可能です。

6.4 MODE 02 レベル ・ 重量ステータ ス

補正前のレベル並びに MODE 03 及び MODE 04 で校正し た補正後のデータ を表示し ます。

ITEM 

NO.
ITEM の機能概要 説明

15 TGM 5 の操作

0 ： 液面

1 ： 巻上

2 ： 停止

3 ： 底面

4 ： 操作キ ャ ンセル

5 ： 密度

6 ： 界面

B ： テーブル

C ： 10mm 下降

D ： 10mm 上昇

16 LCD 画面の選択

0 ： ホーム画面

1 ： ア ド レ ス

2 ： Ｖ １ （2 線伝送出力内容）

3 ： デ ィ スプレーサ検出重量

4 ： 寿命 （稼動累積時間からの算出データ）

5 ： 日付

6 ： NMT 通信ステータ ス

7 ： NRF 通信ステータ ス

8 ： CPU 間の通信ステータ ス

9 ： エラー履歴

10 ： ロ ムバージ ョ ン

11 ： 温度システム

17 ヒ スモード の選択

0 ： ヒ スモード無し

1 ： ヒ スモード （デフ ォル ト ）

注意！ ： 液面でバラ ン ス後 2mm 巻上げ、 再バラ ン ス

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

11 レベルデータ表示
GLEVEL ： 　 補正前

NLEVEL ： 　 補正後

12 重量データ表示
GWEIGHT ： 　 補正前

NWEIGHT ： 　 補正後

6 　 基本操作、設定
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6.5 MODE 03 レベル関連のデータ設定操作

主にレベルそし てデ ィ スプレーサの動作に関する設定を行います。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01
デ ィ スプレーサ上限停止位置

の設定

上限停止位置の設定はキ ャ リ ブレーシ ョ ン位置 と し、 設定レベ

ル値 NLEVEL （MODE 02、 ITE M02） とする。

注意！

指示あわせ後 （MODE 03、 ITEM 04）、 必ず上限停止の再設定を

する こ と

02
デ ィ スプレーサ下限停止位置

の設定
下限停止位置の設定は NLEVEL で設定する。 最小 0mm

03 ゆっ く り 巻上範囲の設定
巻上操作 （MODE 01 ､ ITEM 01) によ り 巻上中、 上限停止位置よ

り こ のゆっ く り 巻上範囲の設定値の間は低速で巻き上げる

04 レベル指示合わせ設定
検尺等によ り 現在のレベルが確定し た時に、 そのレベル値を設

定する （MODE 02 ､ ITEM 02）

07 密度測定上方向レベル設定

密度測定時の液面又は界面からのデ ィ スプレーサ上昇値を設定

する

設定可能距離 ： 　 0 ～ 99999mm

08 密度測定下方向レベル設定

密度測定時の液面又は界面からのデ ィ スプレーサ下降値を設定

する

設定可能距離 ： 　 0 ～ 99999mm

09 波浪遅延時間の設定
デ ィ スプレーサ液追従遅延のための時間を設定する。

設定可能時間 ： 　 0 ～ 99 秒

10 密度 N0.1 設定

液面計測時、 上層液の密度が確定し ている、 又は密度計測機能

が設定されていない場合、 本操作によ り 設定する。

注意！

この密度入力値によ り デ ィ スプレーサのバラ ン ス状態が変わる

ため正確な密度値を設定する こ と

11 密度 N0.2 設定

界面計測時、 下層液の密度が確定し ている、 又は密度計測機能

が設定されていない場合、 本操作によ り 設定する。

注意！

この密度入力値によ り デ ィ スプレーサのバラ ン ス状態が変わる

ため正確な密度値を設定する こ と

12 バラ ン ス信号 ON 遅延時間

液停止し た後、 設定遅延時間に達する と 、 バラ ン ス信号 ON に

な る。

バラ ン ス信号 ON は、 次の操作 （巻き上げ等） まで維持される。

13
バラ ン ス信号 ON 用ハンチン

グカ ウ ン ト

液移動中の時、 設定ハンチングカ ウ ン ト 数に達する と バラ ン ス

信号 ON にな る

（UP ＜－＞ STOP, DOWN ＜－＞ STOP， UP ＜－＞ DOWN

を繰 り かえすと 、 バラ ン ス カ ウ ン タによ り バラ ン ス信号 ON に

な る）。

6 　 基本操作、設定
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6.6 MODE04 重量関連の設定操作

主に重量検出の補正に関する設定を行います。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 ワ イヤ質量の設定
10m 当た り のワ イ ヤ質量を設定する。

例 ： 0.2mm 径のワ イ ヤで 2.5 ｇ /10m

02 バラ ン ス体積の設定
デ ィ スプレーサの液中下体積の設定

通常 60cc を設定する。

03
オーバーテンシ ョ ン重量の設

定

測定中に許容する最大荷重の設定。 この設定を超えた重量検出

の場合はエラー状態にな る。

エラーの解除は MODE 01、 ITEM 02 のキ ャ ンセル操作で行 う 。

04
アンダーテンシ ョ ンの重量設

定

測定中に許容する最小荷重量の設定。 こ の設定以下の重量検出

の場合はエラー状態にな る。

07 重量 ヒ ステ リ シス幅 液面、 界面でのバラ ン ス状態での不感重量幅の設定

08 デ ィ スプレーサ質量設定 デ ィ スプレーサに刻印されている質量を g で登録する。

09 デ ィ スプレーサ体積設定 デ ィ スプレーサに刻印されている体積を cc で登録する。

10 重量 ０ 補正量の設定 重量測定値 ( 補正前 ) ｘ 重量スパン ± 重量 ０ 補正量

＝ NWEIGHT （補正後の重量）

①重量 ０ 補正量を 0、 重量スパン補正を 10 に設定

② 50g の錘と デ ィ スプレーサ重量の差が等し く な る よ う にスパ

ンで調整

③ 50g の錘またはデ ィ スプレーサ重量にな る よ う にゼロで調整

11 重量スパン補正量の設定

12 重量テーブルのチェ ッ ク

重量テーブルは NO.00 ～ 40 までの 41 ポ イ ン ト を作成し ます。

ポ イ ン ト データの確認方法

“ １ ”“ENT” の操作を繰 り 返し行 う 毎に NO. が 1 ポ イ ン ト づつ

UP し、 そのポ イ ン ト に対するデータ を表示する。

13 重量テーブルの作成

ワ イヤ ド ラ ム １ 周 400mm を 10mm 毎に分割し、 そのポ イ ン ト ご

と のデ ィ スプレーサ重量を登録する。 これをテーブル と し て参

照し重量計測の補正値と し て利用する。 重量テーブル作成開始

位置はキ ャ リ ブレーシ ョ ン位置 （上限位置） と し てデ ィ スプ

レーサ重量を MODE 04、 ITEM 08 で設定する。

テーブル作成方法

“ １ ”“ENT” の操作によ り テーブル作成を開始。 約 5 分間、 デ ィ

スプレーサが上下移動し テーブルを作成する。

19 ワ イヤ ド ラ ム補正
ワ イヤ ド ラ ムに刻印されている補正量を設定する。 表示は 10m

当た り の ±XX.Xmm で刻印。

20 重量テーブルの平均値 重量テーブル 40 点の平均値

21 重量テーブルの最大値 重量テーブル 40 点中の最大値

22 重量テーブルの最小値 重量テーブル 40 点中の最小値

23 ワ イヤ径補正

0.2mm 径のワ イヤで ド ラ ム 1 周が 400mm になる設計のため、 ワ

イ ヤの太さが変わる と この補正が必要にな る。

0.15mm 径又は 0.2mm 径のワ イ ヤを 1 周 400mm で巻いている場

合は補正量はゼロ。

例 ： 0.2mm 径、 400mm で設計されたの ド ラ ムに 0.15mm を巻 く

場合、 “ － 0.05” （0.15 － 0.2） と 設定

6 　 基本操作、設定
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6.7 MODE 20 重量調整

新検出部を搭載し た TGM5 では新たな重量調整方法を採用し ま し た。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 テーブルス ター ト 位置
グ ロ ス レベル値で表示する。

またゼロの時は重量テーブルを使用し ません。

02 重量 AD 値
A ＆ B チャ ンネルの現在の変換値を同時に表示

表示値幅 ： 　 ０ ～ 4095

03 A チャ ンネルゼロ ト リ マ設定 重量測定が 50 ～ 260 ｇ （デ ィ スプレーサ可） の時、 設定値が

1000 ～ 3000 になる よ う に調整する。

注意！

設定は ±50 以内で可、 但し 1000 ～ 3000 の差が A と B と で ±5

以内のこ と。

例 ：

A チャ ンネルが 950 ～ 2000 （差 2050）

B チャ ンネルが 1000 ～ 3045 （差 2045）

で OK と する。

LCD 表示を重量にすれば重量 AD 値を確認し ながら調整可能。

04
A チャ ンネルスパン ト リ マ設

定

05 B チャ ンネルゼロ ト リ マ設定

06
B チャ ンネルスパン ト リ マ設

定

07
ト リ マ調整時の重い方の重量

値

重量測定が 50 ～ 260 ｇ （デ ィ スプレーサ可） で ト リ マ調整し た

場合の 260 ｇ 側の重量値を設定する。

08
ト リ マ調整時の軽い方の重量

値

重量測定が 50 ～ 260 ｇ （デ ィ スプレーサ可） で ト リ マ調整し た

場合の 50 ｇ 側の重量値を設定する。

09
A チャ ンネル重い方のカ ウ ン

タ値

重量測定が 50 ～ 260 ｇ （デ ィ スプレーサ可） で 260 ｇ 側の A の

カ ウ ン タ値を設定する。

10
A チャ ンネル軽い方のカ ウ ン

タ値

重量測定が 50 ～ 260 ｇ （デ ィ スプレーサ可） で 50 ｇ 側の A の

カ ウ ン タ値を設定する。

11
B チャ ンネル重い方のカ ウ ン

タ値

重量測定が 50 ～ 260 ｇ （デ ィ スプレーサ可） で 260 ｇ 側の B の

カ ウ ン タ値を設定する。

12
B チャ ンネル軽い方のカ ウ ン

タ値

重量測定が 50 ～ 260 ｇ （デ ィ スプレーサ可） で 50 ｇ 側の B の

カ ウ ン タ値を設定する。

13 重量 AD 変換の平均化回数

デフ ォル ト ： ９

固い溝に停止させる場合は 1 ～ 3 回の設定が最適。

粘性の高い液中のデ ィ スプレーサの動き を よ く するには平均回

数を増やす。

設定可能回数 ：

6 　 基本操作、設定
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7 オプシ ョ ン入出力の設定

モジ ュ ラー構造であ る TGM5 は仕様、 用途に応じ、 各種入出力ボード を差し替え る こ と が可能
です。

注意！
但しボード の変更時は端子数の制限があ るため納入時のケーブルパターンを確認し て く ださい。
（MODE00、 ITEM00）

7.1 MODE 05 パラ レル出力

パラ レル出力ボード OUT-3 又は OUT-4 が装備されている と きのみ以下の操作、 設定が可能で
す。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

02
オーバーテンシ ョ ン時のエ

ラーコード出力設定

レベル出力 （BCD、 SIC コード） 時、 オーバーテンシ ョ ンエ

ラーが発生し た場合に出力される コード を設定する。

例 ： 　 レベル XXXX.Xｍｍ を設定する。

03
アンダーテンシ ョ ン時のエ

ラーコード出力設定

レベル出力 （BCD、 SIC コード） 時、 アンダーテンシ ョ ンエ

ラーが発生し た場合に出力される コード を設定する。

例 ： 　 レベル XXXX.Xｍｍ を設定する。

04
レベルエン コーダ読み取 り エ

ラーのエラーコード

レベル出力 （BCD、 SIC コード） 時、 レベルエン コーダエラー

が発生し た場合に出力される コード を設定する。

例 ： 　 レベル XXXX.Xｍｍ を設定する。

05
出力設定レベル追従エラー時

のエラーコード出力設定

レベル出力 （BCD、 SIC コード） 時、 レベル追従エラーが発生

し た場合に出力される コード を設定する。

例 ： 　 レベル XXXX.Xｍｍ を設定する。

06 密度測定時のコード出力設定

レベル出力 （BCD、 SIC コード） 時、 レベル追従エラーが発生

し た場合に出力される コード を設定する。

例 ： 　 レベル XXXX.Xｍｍ を設定する。

07 温度出力の種類選択

温度 BCD コード出力の時、 出力する温度データ を選択。

0 ： 　 AVE 　 平均温度計、 スポ ッ ト 1 点入力

1 ： 　 S1 　 スポ ッ ト 4 点の時の 1 点目温度

2 ： 　 S2 　 スポ ッ ト 4 点の時の ２ 点目温度

3 ： 　 S3 　 スポ ッ ト 4 点の時の ３ 点目温度

4 ： 　 S4 　 スポ ッ ト 4 点の時の ４ 点目温度

注意 ! ： 操作は温度 BCD コード出力の仕様のみ可能

10 出力コード の選択

0 ： 　 桜コード

1 ： 　 BCD コード レベル

2 ： 　 BIN コード レベル

3 ： 　 BCD コード温度

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.2 MODE 06 接点出力 ( アラーム）

Exp-A ボード又はア ラーム出力ボード OUT-2 が装備されている時のみ操作が可能です。
標準仕様でのア ラームは 4 点まで端子上設定され出力可能です。

注意！
ア ラームは用途に応じ最大 8 点までデータ設定でき ます。

＊以下ア ラーム ８ まで上記パターンの繰 り 返し。

＊以下ア ラーム ８ まで上記パターンの繰 り 返し。

注意！
ア ラーム出力ボード から端子までの配線は仕様に応じ て端子番号及び配線数が異な り ます。 詳
細は本体付属の納入仕様書または端子配線図面を参照。

同一ア ラーム （ア ラーム １ ） に対し てレベル、 温度はいずれも指定されたレベルが優先されま
す。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 ア ラーム １

LEVEL 　 H、 L、 NON 指定

H: 　 High ア ラーム

L: 　 Low ア ラーム

NON: 　 出力無し

02 ア ラーム １ LEVEL 設定値

03 ア ラーム １ LEVEL ヒ ステ リ シス値

04 ア ラーム １ NO/NC 接点の指定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

33 ア ラーム １

TEMP 　 H、 L、 NON 設定

H: 　 High ア ラーム

L: 　 Low ア ラーム

NON: 　 出力無し

34 ア ラーム １ TEMP 設定値

35 ア ラーム １ TEMP ヒ ステ リ シス値

36 ア ラーム １ NO/NC 接点の指定

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.3 MODE 07 スポ ッ ト 温度計 1 点入力

スポ ッ ト 温度計の操作、 設定は Thermo-A 基板の装着時のみ可能と な り ます。

7.4 MODE 08 スポ ッ ト 温度計 3 点入力

TGM5 はスポ ッ ト 温度計を 3 点まで接続する こ と ができ ます。 スポ ッ ト 温度計同様、 Thermo-A
基板が装着時のみ以下の操作、 設定が可能です。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 入力温度データ

GTEMP ： 　 測定値の表示

NTEMP ： 　 測定値 ± 温度補正値

（LCD 表示並びに外部出力データに反映）

02 温度補正値のデータ設定 測定値に加減算する値を ± の形で設定する。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 No.1 スポ ッ ト
GTP ： 　 スポ ッ ト 温度計 １ の測定値

NTP ： 　 測定値 ± 温度補正値

02 No.2 スポ ッ ト
GTP ： 　 スポ ッ ト 温度計 2 の測定値

NTP ： 　 測定値 ± 温度補正値

03 No.3 スポ ッ ト
GTP ： 　 スポ ッ ト 温度計 3 の測定値

NTP ： 　 測定値 ± 温度補正値

05 接続数 接続されている スポ ッ ト 温度計の台数

06
No.1 スポ ッ ト 温度計に対す

る補正値の設定

測定値に加減算する値を ± の形で設定する。

07
No.2 スポ ッ ト 温度計に対す

る補正値の設定

08
No.3 スポ ッ ト 温度計に対す

る補正値の設定

09
No.4 スポ ッ ト 温度計に対す

る補正値の設定

10 ダ イ レ ク ト 選択

No.1 ～ No.4 までのスポ ッ ト 温度計をダ イ レ ク ト モード で選択す

る。 ダ イ レ ク ト モード の場合指定されたスポ ッ ト 温度計のみ

データ更新する。

温度ラ イ ンの調整、 校正時に使用する と データ更新が速いため

有利。

フ リ ーモード の場合 （ ０ を指定） No.1 ～ No.4 へ順々に更新す

る。

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.5 MODE 09 多素子平均温度計入力

TGM5 は RCV シ リ ーズの白金抵抗体で構成される MRT(Multi Resistance Thermo) タ イプの平均温
度計を接続する こ と ができ ます。 スポ ッ ト 温度計同様、 Thermo-A 基板が装着時のみ以下の操
作、 設定が可能です。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 平均温度データ表示
GTEMP ： 　 温度入力ボード の直読値

NTEMP ： 　 GTEMP±ITEM05 補正値

02 接続素子数の設定
切 り 替え間隔均等の時の平均温度計の素子数を入力する （最大

12 点）

03 ボ ト ム レベル値の設定 図 10 のよ う な平均温度計の場合

・ ｎ ： 素子間隔

・ Ｂ ： ボ ト ム レベル値

（1 点目の素子が液中にあ る レベル）

B: を ITEM03 で設定、 ｎ ： を ITEM04 で設定＝レベル値と する

と

ｎ ＋ B ＜までは 1 点目選択

ｎ ＋ B ≦レベル＜ ｎ ＋ ｎ ＋ B までは 2 点目選択

接続素子数以上のレベル値の場合は設定接続素子 （ITEM02 で設

定し た素子数） を選択する。

例） ITEM02 で 3 素子を選択し た場合

ｎ ＋ ｎ ＋ B ≦ 　 3 点目選択

* 切替間隔不均等仕様の場合、 設定は無視されます。

04 切 り 替え間隔

05 温度補正の設定
ITEM01 の GTEMP の値に ±XXX.X ℃の温度補正値を設定する。

（デフ ォル ト ： ±0.0）

06 素子間隔選択
０ ： 　 均等

１ ： 　 不均等

07 素子 1 ： 　 切換位置 素子 1 の切換位置を設定

08 素子 2 ： 　 切換位置 素子 2 の切換位置を設定

09 素子 3 ： 　 切換位置 素子 3 の切換位置を設定

10 素子 4 ： 　 切換位置 素子 4 の切換位置を設定

11 素子 5 ： 　 切換位置 素子 5 の切換位置を設定

12 素子 6 ： 　 切換位置 素子 6 の切換位置を設定

13 素子 7 ： 　 切換位置 素子 7 の切換位置を設定

n

n

B

B+n

B+n+n

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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14 素子 8 ： 　 切換位置 素子 8 の切換位置を設定

15 素子 9 ： 　 切換位置 素子 9 の切換位置を設定

16 素子 10 ： 　 切換位置 素子 10 の切換位置を設定

17 素子 11 ： 　 切換位置 素子 11 の切換位置を設定

18 素子 12 ： 　 切換位置 素子 12 の切換位置を設定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.6 MODE10 単素子平均温度

多素子平均温度同様、 Thermo-A 基板の装備が必要と な り ます。

注意！
多素子、 単素子と も複数の測温抵抗体を平均温度計内部に装備する点では同じですが平均温度
の算出ロ ジ ッ ク が異な り ます。 間違った設定のま ま平均温度計 と接続し ます と正しい温度が読
み取れません。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 液体部平均温度データ表示
GAVE ： 　 計測、 演算データ

NAVE ： 　 計測、 演算データ ± 温度補正値

02 No.1 素子データ
GTP ： 　 No.1 素子の計測値

NTP ： 　 No.1 素子の計算値 ± 温度補正値

03 No.2 素子データ
GTP ： 　 No.2 素子の計測値

NTP ： 　 No.2 素子の計算値 ± 温度補正値

04 No.3 素子データ
GTP ： 　 No.3 素子の計測値

NTP ： 　 No.3 素子の計算値 ± 温度補正値

05 No.4 素子データ
GTP ： 　 No.4 素子の計測値

NTP ： 　 No.4 素子の計算値 ± 温度補正値

06 No.5 素子データ
GTP ： 　 No.5 素子の計測値

NTP ： 　 No.5 素子の計算値 ± 温度補正値

07 No.6 素子データ
GTP ： 　 No.6 素子の計測値

NTP ： 　 No.6 素子の計算値 ± 温度補正値

08 No.7 素子データ
GTP ： 　 No.7 素子の計測値

NTP ： 　 No.7 素子の計算値 ± 温度補正値

09 No.8 素子データ
GTP ： 　 No.8 素子の計測値

NTP ： 　 No.8 素子の計算値 ± 温度補正値

10 No.9 素子データ
GTP ： 　 No.9 素子の計測値

NTP ： 　 No.9 素子の計算値 ± 温度補正値

11 No.10 素子データ
GTP ： 　 No.10 素子の計測値

NTP ： 　 No.10 素子の計算値 ± 温度補正値

12 No.11 素子データ
GTP ： 　 No.11 素子の計測値

NTP ： 　 No.11 素子の計算値 ± 温度補正値

13 No.12 素子データ
GTP ： 　 No.12 素子の計測値

NTP ： 　 No.12 素子の計算値 ± 温度補正値

14 温度補正値 各素子に加減算する値を ± の形で設定する。

15 素子点数 温度入力する測温抵抗体の最大点数を入力する （最大 12 点）。

16 ボ ト ム レベルの設定 MODE09、 ITEM03、 04 と 同じ

17 切換間隔レベル値の設定

18 ダ イ レ ク ト 選択

No.1 ～ No.12 の素子をダ イ レ ク ト で選択する。

ダ イ レ ク ト モード の場合指定された素子データのみ更新する。

温度ラ イ ンの調整、 校正時に使用する とデータ更新が速いため

有利。

フ リ ーモード の場合 （0 を指定） No.1 ～ No.12 へ順々に更新す

る。

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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19 ガス部平均温度データ表示
GTP-A ： 　 計測、 演算データ

NTP-A ： 　 計測、 演算データ ± 温度補正値

20 素子間隔選択
0 ： 　 均等

1 ： 　 不均等

21 素子 1 ： 　 切換位置 素子 1 の切換位置を設定

22 素子 2 ： 　 切換位置 素子 2 の切換位置を設定

23 素子 3 ： 　 切換位置 素子 3 の切換位置を設定

24 素子 4 ： 　 切換位置 素子 4 の切換位置を設定

25 素子 5 ： 　 切換位置 素子 5 の切換位置を設定

26 素子 6 ： 　 切換位置 素子 6 の切換位置を設定

27 素子 7 ： 　 切換位置 素子 7 の切換位置を設定

28 素子 8 ： 　 切換位置 素子 8 の切換位置を設定

29 素子 9 ： 　 切換位置 素子 9 の切換位置を設定

30 素子 10 ： 　 切換位置 素子 10 の切換位置を設定

31 素子 11 ： 　 切換位置 素子 11 の切換位置を設定

32 素子 12 ： 　 切換位置 素子 12 の切換位置を設定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.7 MODE 11 アナログ 4 ～ 20mA 出力 （No.1)

TGM5 は最大で 2 つのアナロ グ 4 ～ 20mA データ を出力する こ と ができ ます。 MODE11 では 1

枚目のボード操作、 設定を行います。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 出力電流値表示 現在出力し ている電流値を、 0 ～ 100 ％で表示。

02 レベル出力設定
０ ： 　 NON

１ ： 　 YES で設定 （“ １ ”,“ENT” で設定）

03 レベル “ フル ” データ設定 100％出力時のレベル値を設定。

04 レベル “ ゼロ ” 設定 ０ ％出力時のレベル値を設定。

05 温度出力

０ ： 　 NON

１ ： 　 YES で設定 （“ １ ”,“ENT” で設定）

注意 ：

ITEM02 でレベル出力が選択されている場合、 温度出力は自動

的にキ ャ ンセルされます。

06 温度 “ フル ” データ設定 100％出力時の温度値を設定。

07 温度 “ ゼロ ” 設定 ０ ％出力時時の温度値を設定。

08 温度種類指定

0 ： 　 AVE （平均温度計）

1 ： 　 S1 （スポ ッ ト 1 点目）

2 ： 　 S2 （スポ ッ ト 2 点目）

3 ： 　 S3 （スポ ッ ト 3 点目）

注意 ：

スポ ッ ト 1 点素子仕様の場合は ０ : AVE を指定する。

09 電流出力構成及び調整

0 ： 　 INS （測定値）

1 ： 　 AJ-4 （4mA 出力）

2 ： 　 AJ-20 （20mA 出力）

10 異常時、 出力値設定

・ オーバーテンシ ョ ン

・ アンダーテンシ ョ ン

・ レベル A/D

・ レベルフ ロー

の各エラー発生時に出力される電流値の設定 （0.00mA ～

20.00mA の間で任意に設定可）、 デフ ォル ト ： 20.00mA

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.8 MODE 12 アナログ 4 ～ 20mA 出力 （No.2)

アナロ グ 4 ～ 20mA 出力、 2 つ目の出力操作、 設定が可能です。 No.1 出力同様、 基板の搭載が必

要です。

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 出力電流値表示 現在出力し ている電流値を、 0 ～ 100 ％で表示

02 レベル出力設定
0 ： 　 NON

1 ： 　 YES で設定 （“ １ ”,“ENT” で設定）

03 レベル “ フル ” データ設定 100％出力時のレベル値を設定。

04 レベル “ ゼロ ” 設定 0％出力時のレベル値を設定。

05 温度出力

1 ： 　 NON

1 ： 　 YES で設定 （“ １ ”,“ENT” で設定）

注意 ：

ITEM02 でレベル出力が選択されている場合、 温度出力は自動

的にキ ャ ンセルされます。

06 温度 “ フル ” データ設定 100％出力時の温度値を設定。

07 温度 “ ゼロ ” 設定 0％出力時の温度値を設定。

08 温度種類設定

0 ： 　 AVE （平均温度計）

1 ： 　 S1 （スポ ッ ト 1 点目）

2 ： 　 S2 （スポ ッ ト 2 点目）

3 ： 　 S3 （スポ ッ ト 3 点目）

注意 ：

スポ ッ ト 1 点素子仕様の場合は ０ ： AVE を指定する。

09 電流出力構成及び調整

0 ： 　 INS （測定値）

1 ： 　 AJ-4 （4mA 出力）

2 ： 　 AJ-20 （20mA 出力）

10 異常時、 出力値設定

・ オーバーテンシ ョ ン

・ アンダーテンシ ョ ン

・ レベル A/D

・ レベルフ ロー

の各エラー発生時に出力される電流値の設定 （0.00mA ～

20.00mA の間で任意に設定可）、 デフ ォル ト ： 20.00mA

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.9 MODE 13 2 線伝送出力

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 セレ ク ト コード設定

受信器からの読み出しｱﾄﾞﾚｽの設定。 設定値は受信器の設定値に

合わせる。

また､ DX ﾀｲﾌﾟの通信ﾓｰﾄﾞ (2 線単方向通信 ) の場合は、設定する必

要はあ り ません。

04 データ ラ イ ン抵抗選択

0 ～ F までの 16 種類のラ イ ン抵抗を選択する。

0 ～ F で、 0 Ω ～ 300 Ω で 　 20 Ω ステ ッ プ

06
2 線伝送用上限

ア ラーム値データ設定

2 線伝送ﾃﾞｰﾀ内の上限ア ラームビ ッ ト に対応する 上限ｱﾗｰﾑ値を

設定する。

ヒ ステ リ シス幅は 100mm 固定と する。

07

2 線伝送用下限

ア ラーム値データ設定

2 線伝送ﾃﾞｰﾀ内の下限ア ラームビ ッ ト に対応する 下限ｱﾗｰﾑ値を

設定する。

ヒ ステ リ シス幅は 100mm 固定と する。

18 出力コード選択

DX、 BB、 MIC、 MDP タ イプの通信仕様に適応し ます。

０  : 従来通 り レベルのみ出力

    １  : TGM5 ｴﾗｰ 時 (TM ｴﾗｰ時 ) 各ｴﾗｰに対応する コード

(ITEM19 ～ 25) を出力

19
オーバーテンシ ョ ンのエラー

コード出力設定

レベル出力 （BCD,SIC ｺｰﾄﾞ） の時、 オーバーテンシ ョ ンエラー

が発生し た時に出力される コード を設定する。

TGM ４ ： レベル ×××××.×mm に対し て各桁毎の CODE を

設定する。 (0 ～ F ｺｰﾄﾞ )

TGM 5 ： レベル ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ． ｘ ｍｍ 　 を設定する

20
アンダーテンシ ョ ン時のエ

ラーコード出力設定

レベル出力 （BCD,SIC コード） の時、 アンダーテンシ ョ ンエ

ラーが発生し た時に出力される コード を設定する。

Ｔ ＧＭ ４ ： レベル ×××××.×mm に対し て各桁毎の CODE 

を設定する。 (0 ～ F コード )

TGM 5 ： レベル ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ． ｘ ｍｍ 　 を設定する

21

レベルエン コーダ

読み取 り エラー時の

エラーコード

レベル出力 （BCD,SIC コード） の時、 レベルエン コーダエラー

（カ ウ ン ター） が発生し た時に出力される コード を設定する。

TGM ４ ： レベル ×××××.×mm に対し て各桁毎の CODE を

設定する。 (0 ～ F コード )

TGM 5 ： レベル ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ． ｘ ｍｍ 　 を設定する

22

出力設定

 レベル追従エラー時の

 エラーコード出力設定

レベル出力 （BCD,SIC コード） の時、 レベル追従エラー ( デ ィ

スプレーサ移動し ているのにレベルエン コーダﾞが変化し ない )

が発生し た時に出力される コード を設定する。

TGM 4 ： レベル ×××××.×mm に対し て各桁毎の CODE を設

定する。 (0 ～ F コード )

TGM 5 ： レベル ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ． ｘ ｍｍ 　 を設定する

23

密度測定時の

コード出力設定

レベル出力 （BCD,SIC コード） の時、 密度測定中の時出力され

るｺｰﾄﾞを設定する。

レベル ×××××.×mm に対し て各桁毎の CODE を設定する。

(0 ～ F)

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.10 MODE14 　 アナログ 4 ～ 20mA 入力

24

自 己 診 断

重量エラー時の

エラーコード の設定

レベル出力の時 （BCD,SIC コードﾞ） のみ

自己診断の機能によ り 、 重量エラーが発生し た と きに出力され

る コード を設定する。

レベル ×××××.×mm に対し て各桁毎の CODE を設定する。

(0 ～ F コードﾞ )

25

自 己 診 断

カ ウ ン ターエラー時の

エラーコード の設定

レベル出力の時 （BCD,SIC コード） のみ

自己診断の機能によ り 、 カ ウ ン ターエラーが発生し た と きに出

力されるｺｰﾄﾞを設定する。

レベル ×××××.×mm に対し て各桁毎の CODE を設定する。

(0 ～ F コード )

26 通信モード選択

02 ： BBB 　

04 ： MDP 　

08 ： V1

から選択する

27
レベルア ラーム用

ヒ ステ リ シス 　 設定
0 - 99999ｍｍ

28

レベルア ラーム出力方法

選択

0 ： HL 　

1 ： LH 　

２ ： HH 　

3 ： LL

から選択する。 受信器の表示に合わせる。

29 沈下フ ラ グ

０ ： NONE 　

１ ： DOWN 　

コ ン ト ロール C3 によ る沈下動作タ ン ク洗浄時の液中停止用

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 入力値の％表示
GINPUT ： 入力値の％表示

NINPUT ： （入力値 　 × 　 SPAN 補正量） ± ゼロ補正量

02 ゼロ補正量 ±％値で設定する。

03 SPAN 補正量

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.11 MODE30 　 NMT ： V0( 温度値 ) の設定

デバイ ス タ イプ ：
183 ： NMT535,536,538
184 ： NMT539 温度計デバイ ス
185 ： NMT539 水尺デバイ ス
186 ： NMT539 温度計＋水尺デバイ ス

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 平均液温度

液中素子温度の平均値

計算不可能時 ： 液中素子全部オープン等

但し、 全素子露出時は、 ガス温度を表示する。

対応するデバイ ス ： 183,184,186

02 平均ガス温度
空中素子温度の平均値

計算不可能時 ： 空中素子全部オープン等 　

03 液位
タ ン ク内の液位 （水尺では無い）

TMD から送信された液位

04

05

06

07

08 素子ゼロ温度 内臓精密抵抗 　 100Ω の温度換算値

09

10 素子 17 温度 内臓精密抵抗 　 100Ω の温度換算値

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.12 MODE31 　 NMT ： V1 （素子温度） の設定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 素子 No.1 温度

NMT に接続された測温素子 No.1 から 10 の温度変換値。

素子オープン または短絡時は 358 ℃になる。

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 ) 　

02 素子 No.2 温度 同上

03 素子 No.3 温度 同上

04 素子 No.4 温度 同上

05 素子 No.5 温度 同上

06 素子 No.6 温度 同上

07 素子 No.7 温度 同上

08 素子 No.8 温度 同上

09 素子 No.9 温度 同上

10 素子 No.10 温度 同上

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.13 MODE32 　 NMT ： V2 （素子温度） の設定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 素子 No.11 温度

NMT に接続された測温素子 No.11 から 16 の温度変換値。

素子オープンまたは短絡時は 358 ℃になる。

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

02 素子 No.12 温度

NMT に接続された測温素子 No.11 から 16 の温度変換値。

素子オープンまたは短絡時は 358 ℃になる。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

03 素子 No.13 温度 同上

04 素子 No.14 温度 同上

05 素子 No.15 温度 同上

06 素子 No.16 温度 同上

07 平均化方法の選択

0 ： Standard 　 各素子温度の合計値を素子数で割る。

　 　 （T1 ＋ T2 ＋ T3） / 3

1：Advanced 　 各素子温度にそれぞれの容量重みを掛けて合計し た

値を容量重みの合計値で割る。

　  （T1*V1 ＋ T2*V2 ＋ T3*V3） / （V1 ＋ V2 ＋ V3）

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

08 素子構成選択

0:Spot 　 　 単素子構成

1 ： Multi 　 多素子構成

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

09 素子温度下限値
素子温度下限判定の基準値に使用される。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

10 素子温度上限値
素子温度上限判定の基準値に使用される。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.14 MODE33 　 NMT ： V3 （素子位置） の設定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 素子 No.1 素子位置

タ ン ク ボ ト ムからの各素子距離

均等間隔時は自動計算、 不等間隔時は手入力値

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

02 素子 No.2 素子位置 同上

03 素子 No.3 素子位置 同上

04 素子 No.4 素子位置 同上

05 素子 No.5 素子位置 同上

06 素子 No.6 素子位置 同上

07 素子 No.7 素子位置 同上

08 素子 No.8 素子位置 同上

09 素子 No.9 素子位置 同上

10 素子 No.10 素子位置 同上

7 　 オプシ ョ ン入出力の設定
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7.15 MODE34 　 NMT ： V4 （素子位置） の設定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 素子 No.11 素子位置

タ ン ク ボ ト ムからの各素子距離

均等間隔時は自動計算、 不等間隔時は手入力値

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

02 素子 No.12 素子位置 同上

03 素子 No.13 素子位置 同上

04 素子 No.14 素子位置 同上

05 素子 No.15 素子位置 同上

06 素子 No.16 素子位置 同上

07 素子切替 ヒ ステ リ シス

液上昇時はこ の値だけ素子切 り 替え点をプラ ス、 下降時はマイナ

ス し て、 液の波立ち等によ る素子切 り 替えを制限する。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

08 メ モ リ 初期化
１ ： メ モ リ 初期化 　 ス ター ト

対応するデバイ ス ： 184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

09 ガスオフセ ッ ト

空中の素子は、 液面よ り こ の値ぶんだけ上にあ る と きに、

ガス温度の平均計算に使用される。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

10 液オフセ ッ ト

液中の素子は、 液面よ り こ の値ぶんだけ下にあ る と きに、

液温度の平均計算に使用される。

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )
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7.16 MODE35 　 NMT ： V5 （水尺温度） の設定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 水尺

周波数値から計算し た水位

水尺＝ （測定周波数－全部油の時の周波数） ／プローブ係数） ＊

スパン＋水尺オフセ ッ ト

対応するデバイ ス ： 185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

02 静電容量値
周波数から計算し た静電容量値

対応するデバイ ス ： 185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

03 測定周波数値

静電容量計の出力周波数

1000mm ： 10-1000pF:1200-4500Hz 　

2000mm ： 10-2200pF:1200-4500Hz

3000mm ： 10-3000pF:1200-4500Hz

に設定されています。

対応するデバイ ス ： 185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

04

素子番号

（容量重み平均温度計算用）

容量重み平均温度計算用のテーブル作成用の素子番号を選択す

る。 （素子番号－ １ ） の値を設定する。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

05

素子位置

（容量重み平均温度計算用）

容量重み平均温度計算用のテーブル作成用の素子位置

ア イ テム ４ で指定された素子位置です。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

06

素子の容量値

（容量重み平均温度計算用）

容量重み平均温度計算用のテーブル作成用の素子容量

ア イ テム ４ で指定された素子容量です。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

07

08 水尺プローブ選択

静電容量プローブの長さ選択

0 ： 1000mm

1 ： 2000mm

2 ： 3000mm

対応するデバイ ス ： 185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

09

水尺オフセ ッ ト 値

（補正値

この値は水尺を求める以下の式で使用される。

水尺＝ （測定周波数－全部油の時の周波数） ／プローブ係数） ＊

スパン＋水尺オフセ ッ ト

対応するデバイ ス ： 186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

10

水尺スパン値

（補正値）

この値は水尺を求める以下の式で使用される。

水尺＝ （測定周波数－全部油の時の周波数） ／プローブ係数） ＊

スパン＋水尺オフセ ッ ト

デフ ォル ト ： 1． 0

対応するデバイ ス ： 185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )
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7.17 MODE36 　 NMT ： V6 （水尺、 電源） の調整

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 全部油の時の周波数

プローブ係数を求める ため、 油だけの と きの低い方の周波数を測

定し て入力する。

対応するデバイ ス ： 185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

02 全部水の時の周波数

プローブ係数を求める ため、 あ る程度水がたま った時の高い方の

周波数を測定し て入力する。

対応するデバイ ス ： 185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

03 プローブ長

プローブ係数を求める ため、 ア イ テム ２ の時のプローブ最下端か

らの水の水位を測定し て入力する。

対応するデバイ ス ： 185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

04

プローブ係数 １ ｍｍ 当た り の周波数量で表されるプローブの持つ係数

（全部水の時の周波数－全部油の時の周波数） / （プ ローブ長） 　

Hz/mm

の計算によ り 求めら る。

対応するデバイ ス ： 185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

05

06

07

08 温度コモン ラ イ ン電圧値

0 － 3Ｖ ： 0 － 255 　 のカ ウ ン ト 値で表示される

各素子ラ イ ン断線時に約 ０ Ｖ になる。

コモン ラ イ ン断線時は約 ０ Ｖ を連続表示する

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

09 出力電流の調整

工場出荷時に、5ｍ Ａ：約 16000 または、12ｍ Ａ：約 45000 に調整済。

も し、 調整が必要な ら この値を変更すれば良い。

対応するデバイ ス ： 184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

10 電源電圧低下基準電圧

初期値 94 は、 電源電圧約 16Ｖ 以下なる と電源電圧低下警報を発

報する。

も し、 調整が必要な らばこの値を変更すれば良い。

対応するデバイ ス ： 184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )
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7.18 MODE37 　 NMT ： V7 （温度調整） の設定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 

素子番号指定

（温度調整用）

温度調整を行 う 素子番号を指定する。

0-15 ： 素子 1-16、 19 ： 基準 100Ω 対応するデバイ ス ： 183,184,186

(MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

02 素子温度ゼロ調整

指定された素子に対する、 ゼロ調を行 う 。

各素子毎に調整値を持つ

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

03 素子温度スパン調整

全素子に対し て、 この設定値が掛け算される。

素子温度＝計測素子温度 　 * スパン＋各素子ゼロ調

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

04

素子温度 素子温度と し て液平均温度、 またはガス平均温度計算に使用され

る。

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

05

素子位置 指定された素子に対する素子位置

不等間隔の場合はこ こ からでも素子位置を設定でき る。

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

06

素子抵抗値 指定された素子に対する素子抵抗値

各測定抵抗値に各抵抗ゼロ補正を加算し た もの。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

07 素子抵抗ゼロ補正値
指定された素子に対する素子抵抗ゼロ補正値

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

08 測温体の種類選択

０ ： Pt100Ω

０ ℃以上

R= -0.580195e-04 * T * T  + 0.390802 * T + 100 

0 ℃以下

R=-4.2735e-10 * T4 + 4.2735e-8* T3

　 -0.58019e-4*T2 + 3.90802e-1*Tn_1 + 100  

1 ： Cu90Ω

    R=0.3809*T + 90.4778

2 ： Cu100Ω

 R=0.38826*T + 90.2935

3 ： PtCu100Ω

 R=3.3367e-7*T3 - 2.25225e-5*T2 +0.38416*T+100.17 

の名から選択する

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

09

抵抗サンプ リ ング値の

平均回数

サンプ リ ング抵抗値の平均回数

　 サンプ リ ング条件 ： 　 素子選択周期 　 約 ２ 秒／素子

　 　 21 サンプ リ ング最大素子数

　 　 （素子数 ： 16 　 内部基準抵抗 ： 5

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

10 ア ク セス コード
530 ： 書き込み可能

対応するデバイ ス ： 184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )
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7.19 MODE38 　 NMT ： V8 （デバイス） の設定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 

エラー情報 0: エラー無し

1: コモン ラ イ ンオープン

2:

3: No.1 素子オープン

4: No.1 素子シ ョ ー ト

5: No.2 素子オープン

6: No.2 素子シ ョ ー ト

7: No.3 素子オープン

8: No.3 素子シ ョ ー ト

9: No.4 素子オープン

10: No.4 素子シ ョ ー ト

11: No.5 素子オープン

12: No.5 素子シ ョ ー ト

13: No.6 素子オープン

14: No.6 素子シ ョ ー ト

15: No.7 素子オープン

16: No.7 素子シ ョ ー ト

17: No.8 素子オープン

18: No.8 素子シ ョ ー ト

19: No.9 素子オープン

20: No.9 素子シ ョ ー ト  

21: No.10 素子オープン 

22: No.10 素子シ ョ ー ト

23: No.0 素子オーバーレ ンジ 

24: メ モ リ 不良 : ROM

25: No.11 素子オープン

26: No.11 素子シ ョ ー ト

27: No.12 素子オープン

28: No.12 素子オープン

29: 素子露出

30:

31:

32: 電源低下

33: No.13 素子オープン 　

34: No.13 素子シ ョ ー ト

35: No.14 素子オープン

36: No.14 素子シ ョ ー ト

37: No.15 素子オープン

38: No.15 素子シ ョ ー ト

39: No.16 素子オープン

40: No.16 素子シ ョ ー ト

41: メ モ リ 不良 :ROM

42: メ モ リ 不良 : 　 EEROM

43: W.B: 断線

44: W.B: 短絡

対応するﾃﾞﾊﾞｲｽ :183,184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

02 温度ユニ ッ ト 32 ： C， 32 ： F, 　 35 ： K 　 から選択。

03 素子数

測定ラ イ ン数 ( 多素子の場合 ) または。素子数 ( 単素子の場合 ) を設

定する。

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

04
プ リ アンブル数

(HART 通信用 )

HART 通信で使用するプ リ アンブルの数を設定する。

対応するデバイ ス ： 183,184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

05
レベルユニ ッ ト 44 ： Ft 　 45 ： m 　 47 ： inch 　 48 ： cm 　 49 ： mm から選択。

対応するデバイ ス ： 183,184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )
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06

素子間隔選択 0 ： 均等間隔

1 ： 不均等間隔

から選択

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

07 ボ ト ムレベルの設定
タ ン ク ボ ト ムから最下点素子の位置

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

08 素子間隔
均等素子間隔時の素子間隔

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照

09

素子短絡時の出力データ 多素子時、 選択された素子が短絡時にこのデータが出力される単素

子の場合は、 短絡素子を平均計算に含めない処理のため、 このデー

タが出力される こ と は無い。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

10 素子開放時の出力データ

多素子時、 選択された素子が開放時にこのデータが出力される単素

子の場合は、 開放素子を平均計算に含めない処理のため、 このデー

タが出力される こ と は無い。

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明
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7.20 MODE39 　 NMT ： V9 （デバイス） の設定

ITEM 

NO.
ITEM 機能概要 説明

01 

デバイ ス ID

（HART 通信用）

マルチ ド ロ ッ プ接続時に同じデバイ ス タ イ プ と の区別が必要な時場合

に使用する。

変更し た場合、 ア ド レ ス不一致によ り 通信エ ラーにな る可能性があ り

ますが、 この場合には再ス ター ト が必要と な り ます。

対応するﾃﾞﾊﾞｲｽ :183,184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

02 エラー履歴
エラー内容はモード 38 ア イ テム 1 を参照

対応するﾃﾞﾊﾞｲｽ :183,184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

03
素子短絡開放時のエ

ラー表示選択

0 ： OFF、 1 ： ON

1： ON 時を選択する と モード 38 ア イ テム 9,10 のデータが出力される。

0 ： OFF 時は 358°C

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

04

書き込み禁止

( 保税用 )

0 ： OFF、 1 ： ON

1 ： ON 時を選択する と 全データが書き込み禁止

対応するデバイ ス ： 183,184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

05
ポー リ ングア ド レ ス

(HART 通信用 )

HART 通信で使用する シ ョ ー ト ア ド レ ス

対応するデバイ ス ： 183,184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

06
製作者 ID

(HART 通信用 )

17 ： エン ド レ ス社用コード

対応するデバイ ス ： 184,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )

07
ソフトウェアバージョ

ン
NMT のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

08
ハード ウ ェ アバージ ョ

ン

10 ： Ver.1.0

NMT のハード ウ ェ アバージ ョ ン

09

10 デバイ ス タ イプ

183:NMT535-8

184:NMT539 温度計デバイ ス

185:NMT539 水尺デバイ ス

186:NMT539 温度計＋水尺デバイ ス

対応するデバイ ス ： 183,184,185,186 (MODE30 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾀｲﾌﾟ参照 )
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8 ト ラ ブルシューテ ィ ング

8.1 修理及びア ッ プデー ト

バッ テ リ ー切れ又は TGM5 と の接続ケーブル （カプラー） の間違い以外で HHT2 が動作し な く
なった場合には、 直ちに最寄のエン ド レ スハウザージャパン ( 株 ) のサービ ス まで修理をご用命
く ださい。

8.2 電池交換

電池の交換は、 必ず非危険場所で行ない、 電源 ON/OFF で LCD が点滅する こ と を確認し て く
ださい。
使用電池 ： 単 3 形アルカ リ 電池 (RL6) 　 4 本

交換の時期
HHT2 の電源を ON ､または MODE キーを押し た と きに

5 回点滅 :

上記の表示が現れた ら、 でき るだけ早 く 電池を交換し て く ださい。
上記が表示された後、 電池を交換する までの間、 MODE 画面の第 １ 行 １ ６ 桁目に減電池マーク
を表示し ます。

交換の手順

1. 本体裏側の四隅のネジを外し、 裏蓋を取 り 外し ます。

2. 電池ケースからのコネ ク タ をプ リ ン ト 板から引き抜き ます。 （上部のツ メ の部分を上向きに上
げて引き抜き ます。）

CHANGE BATTERY
CHANGE BATTERY

MODE No.XX xxx #

XXXXXXXXX ?

減電池マーク ( 拡大 )
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3. 電池ケース を取 り 出し、 電池ケースの蓋の "OPEN" マーク部分を押し ながら矢印の方向に引
き、 蓋を取 り ます。

4. 古い電池を取 り 出し、 新しい電池を＋、 －を間違えないよ う に入れます。

5. 電池ケースの蓋を閉め、 コネ ク タ をプ リ ン ト 板 Ｊ 4 に差し込み電池ケースのスポンジ側を下
にし て本体に収めます。

6. 電池ケースからの導線が本体に挟まれないよ う に注意し て本体の裏蓋を取付け、     四隅をネジ
で固定し ます。

8.3 修理依頼

本製品をエン ド レ スハウザー ジ ャパン ( 株 ) に返送し て修理を依頼される場合には、 次の手順が
必要です。
･ 「安全 / 洗浄確認依頼書」 に必要事項を詳し く 記入し、 必ず同封し て く ださい。 こ のデータが

ない と エン ド レ スハウザー ジャパン ( 株 ) では返送された装置の運搬、 検査、 修理に着手す
る こ と ができ ません。

･ 必要に応じ て EN91/155/EEC のよ う な安全データ シー ト に特別な取扱いの指示を記述し て同
封し て く ださい。

･ 考え られる残留物物は完全に除去し て く ださ い。 液体が残っている恐れのあ るガスケ ッ ト の
溝や隙間には特に注意し て く ださい。 その液体が腐食性、 毒性、 発癌性、 放射性など、 人体
に有害な ものであれば細心の注意をお願いし ます。

注意！
この取扱説明書の巻頭に 「安全 / 洗浄確認依頼書」 があ り ます。
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警告！
･ 有害物質が本体の傷の間やプラ スチッ ク材全体に浸透し ている可能性があ り ます。 本体を返

送し て修理を依頼される場合には、 このよ う な危険物質が完全に除去されていなければ受理
いた しかねます。

･ 洗浄の不完全な機器は、 廃棄物処理の対象と なった り 、 従業員の人体を害する ( 火傷など )
こ と があ り ます。 これが原因で発生する費用は、 すべて機器の運用者が負担する こ と にな り
ますのでお気をつけ く ださい。

8.4 廃棄

材質の異な る製品構成部品は分別し て廃棄し て く ださい。

8.5 HHT2 ソ フ ト ウ ェ ア履歴 (TGM5 販売開始以降 )

8.6 エン ド レスハウザー ジャパン株式会社の連絡先 

エン ド レ スハウザージ ャパン株式会社の住所は、 本取扱説明書の裏表紙に記載されたお り ます。
ご質問などございま し た ら、 弊社ヘルプデス ク、 最寄の弊社営業所、 または代理店にお気軽に
お問い合わせ く ださい。

バージ ョ ン 内容 出荷日時

V5.0 TGM5 初期 2004.10.18

V5.1 ア ッ プデー ト 2004.10.18

V5.3 ア ッ プデー ト 2005.05.31

V5.5 TMD1+NMT53x マ ト リ ッ ク 2008.12

V5.7 V5.5+ ハイブ リ ッ ト 対応 2009.03

V5.8 TGM5+NMT53x マ ト リ ッ ク ス 2009.07
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9 技術データ

9.1 技術データ一覧

カテゴ リ ー 項目 仕様詳細

表示

表示素子 液晶素子 （LCD)

表示文字数 16 文字 ｘ 2 桁

ド ッ ト 構成 ５ ｘ ７ ド ッ ト ＋カーソル

表示文字サイ ズ 2.95 （幅） ｘ 5.55 （高さ）

キーボード

キー ト ッ プ ビニールシー ト 防滴構造

ス イ ッ チ メ ンブレ ン ス イ ッ チ （ク リ ッ ク付き） 20KEY

イ ン ターフ ェ イ ス

基本形式 光データ リ ン ク

伝送方式

A タ イプ ： ２ 線双方向

B タ イプ ： ２ 線双方向＋単線双方向 　 切替

伝送速度 1953.2BPS

電源

使用電池 単三型アルカ リ 電池 （LR6 1.5V) ｘ 4 本

消費電流 45mA （Typ)

連続使用可能時間 約 25 時間 （LR6 ｘ 4 本、 周囲温度 25 ℃にて）

オー ト パワーオフ 最終入力認識から約 4 分後

減電池ア ラーム 非通信時に約 ５ V でア ラームを表示

外観

外形寸法 190mm ｘ 102mm ｘ 29mm

材質 プラ スチッ ク （ABS 樹脂）

重量 約 430 ｇ

構造 本質安全防爆構造 i2G3

温度 使用環境温度 0 ～ 50 ℃ （但し結露し ないこ と）

付属品

ソ フ ト ケース ビニールレザー製 ｘ １

電池 単 3 形アルカ リ 電池 (LR6) ｘ 4 本

通信ケーブル 光コネ ク ター付き光フ ァ イバー （1m） ×1 本

9 　 技術データ
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●機器調整 ( 新規調整、再調整、故障 ) 不適合に関するお問い合わせ

　 サービス部サービスブデスク課

     〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

     Tel. 042(314)1919   Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載、複製はご遠慮 く だ さい。また、記載内容は

お断 り な く 変更する こ と があ り ますのでご了承 く だ さい。

Tel.  022(371)2511    Fax.  022(371)2514

■新潟サービス
〒 950-0923 　 新潟市中央区姥ヶ山 4-11-18

Tel.  025(286)5905    Fax.  025(286)5906

Tel.  0436(23)4601    Fax.  0436(21)9364

■千葉サービス
〒 290-0054 　 市川市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel.  042(314)1912    Fax.  042(314)1941

■東京サービス
〒 183-0036 　 府中市日新町 5-70-3

Tel.  045(441)5701    Fax.  045(441)5702

■横浜サービス
〒 221-0045 　 横浜市神奈川区神奈川 2-8-8 第 1 川島ﾋﾞﾙ

Tel.  052(795)0221    Fax.  052(795)0440

■名古屋サービス
〒 463-0088 　 名古屋市守山区鳥神町 88

Tel.  06(6389)8511    Fax. 06（6389)8182

■大阪サービス
〒 564-0042 　 吹田市穂波町 26-4

Tel.  086(445)0611    Fax.  086(448)1464

■水島サービス
〒 712-8061 　 倉敷市神田 　 1-5-5

Tel.  0834(64)6231    Fax.  0834(25)6232

■徳山サービス
〒 745-0814 　 周南市鼓海 2-118-46

Tel.  093(963)2822    Fax.  093(963)2832

■小倉サービス
〒 802-0971 　 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

■仙台サービス
〒 980-3125 　 仙台市泉区みずほ台 　 12-5

■計量器製造業登録工場 ■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）


